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瀬戸内海中央部における栄養塩変動に対する低次生態系の応答

Responses of lower-trophic level ecosystem to nutrient variation in the

central part of the Seto Inland Sea
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　瀬戸内海は豊饒の海と呼ばれ、世界の半閉鎖的海域と比較すると数倍から一桁高い漁業生産性を誇ってき

た。その一方で、瀬戸内周辺の狭い集水域には約三千万人が生活し、重化学工業を主体にGDPで比較するとカ

ナダ一国と同程度の経済活動を行ってきた。そのため、高度経済成長期には人間活動に伴う環境負荷により汚

濁・富栄養化が進行し、赤潮・貧酸素化などの環境問題が多発した。その後、環境負荷の削減に向けた環境規

制と住民・企業などの四十年以上にわたる弛まぬ努力により、瀬戸内海は栄養塩濃度が低く、透明度の高い

「きれいな海」へと回復してきた。しかし、近年の栄養塩濃度低下に伴い生物生産が低下している可能性

や、水産資源の減少につながっている可能性が指摘されているが、その関連性については明らかになっていな

い。瀬戸内海の水産資源として非常に重要なカタクチイワシ仔稚魚(シラス)の漁獲量は、瀬戸内海中央部の燧

灘において、2005年以降急激に減少している。最新の研究から、この減少の原因は、カタクチイワシの餌料

として重要な動物プランクトンの減少と関連していることが明らかになりつつあるが、栄養塩変動と動物プラ

ンクトン変動の関連性については明らかになっていない。 

　そこで本研究では、燧灘における栄養塩濃度変動に対する動物プランクトンを含む低次生態系の応答につい

て生態系モデルを用いて調べた。具体的には、海洋生態系モデルeNEMURO (4N-4P-4Z-3D) を燧灘に適用

し、平年的な低次生態系の季節変動を再現できるようにした。そして、カタクチイワシの資源変動に最も関連

性が高いカタクチイワシ仔稚魚5月発生群の漁獲量が、豊漁であった2005年と不漁であった2011年における

栄養塩濃度の観測値をモデルに与え、両年の低次生態系の季節変動について比較した。その結果、不漁年では

春季の栄養塩濃度の大幅な減少に応じて、春季の珪藻ブルームの規模と春季のメソ動物現存量が大きく減少す

ることが明らかとなった。このことから春季の栄養塩濃度の経年変化が珪藻ブルームの規模を左右し、カタク

チイワシの餌として重要なメソ動物の現存量の経年変動を引き起こしている可能性が示唆された。
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